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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 10,389 3.4 515 320.2 1,364 77.6 1,145 32.3

26年３月期第３四半期 10,044 0.7 122 ― 768 349.7 865 △14.4
(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 1,497百万円( △7.5％) 26年３月期第３四半期 1,619百万円( 43.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 23.42 23.37

26年３月期第３四半期 17.72 17.69
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第３四半期 23,921 20,030 81.8

26年３月期 22,604 18,865 81.6
(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 19,569百万円 26年３月期 18,450百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 2.50 ― 4.50 7.00

27年３月期 ― 2.50 ―

27年３月期(予想) 2.50 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 3.6 600 145.1 1,300 45.1 1,000 20.9 20.44
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」（３）会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 50,709,167株 26年３月期 50,709,167株

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 1,777,670株 26年３月期 1,833,410株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 48,896,803株 26年３月期３Ｑ 48,842,275株

　
発行済株式数に関する注記

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　上記の業績予想は現在入手可能な情報及び合理的に判断した予想であり、実際の業績等は様々な要因により大き
く異なる可能性があります。なお、予想に関する事項は、添付資料Ｐ.３「連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国では緩やかな回復基調が続き、欧州は不安定ながらも大きな変動

がなく推移しましたが、中国経済の減速状態は改善することはありませんでした。

　我が国の経済は、消費税増税による駆け込み需要の反動や円安の影響による落ち込みも見られましたが、総じて

回復基調が続きました。

当社グループの属するエレクトロニクス業界は、中国メーカーがシェアを拡大しているスマートフォンや市場が

回復した北米向け自動車用などが好調な一方、薄型テレビやデジタルカメラなどのデジタル家電は依然として伸び

悩みました。

　このような状況の中で当社グループは、市場の変化に対応するため従来のＡＶ家電に加えて新規市場の開拓と拡

販に注力してまいりました。また海外製造拠点の効率的で安定した生産体制を確保するためにグループをあげて対

応してまいりました。売上高の回復が遅い中で利益を確保するため、自動化等によるコストダウンや全部門での経

費削減を進めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は103億89百万円（前年同期比3.4%増）となりました。営業利

益は５億15百万円（前年同期比320.2%増）、円安により為替差益を計上したため経常利益は13億64百万円（前年同期

比77.6%増）、四半期純利益は11億45百万円（前年同期比32.3%増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①電子部品

前面操作ブロック（ＩＣＢ）製品はビデオカメラや薄型テレビ向けなどを除き好調でした。可変抵抗器は一部オ

ーディオ向けが回復したため持ち直しました。固定抵抗器はエアコンや給湯器向けが引き続き好調でした。

この結果、電子部品の売上高は102億44百万円（前年同期比4.2%増）となり、営業利益は５億60百万円（前年同期

比100.1%増）となりました。

当事業の地域別の業績は次のとおりであります。

ａ．日本

暖房機向けＩＣＢ製品が増えたものの、その他は総じて低迷しました。

この結果、売上高は40億49百万円（前年同期比9.5%減）となり営業利益は１億92百万円（前年同期比22.1%減）と

なりました。

ｂ．アジア

家電向け固定抵抗器やオーディオ向け可変抵抗器、ゲーム機向け部品、自動車電装やデジタルカメラ向けＩＣＢ

製品が好調でした。

この結果、売上高は58億89百万円（前年同期比17.1%増）となり営業利益は３億26百万円（前年同期は11百万円の

営業損失）となりました。

ｃ．北米

テレビやオーディオ向けなど総じて低調でした。

この結果、売上高は３億５百万円（前年同期比6.0%減）となり営業利益は26百万円（前年同期比0.4%増）となり

ました。

②その他

機械設備の製造販売は、引き合いは活発になってきたものの十分に対応できず売り上げを落としました。

この結果、機械設備の売上高は１億45百万円（前年同期比33.0%減）となり営業損失は51百万円（前年同期は１億

63百万円の営業損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産が前連結会計年度末に比べ13億17百万円増加し

239億21百万円となりました。その内訳は、流動資産が11億92百万円増加し151億29百万円、固定資産が１億25百万

円増加し87億91百万円となりました。

負債は前連結会計年度末に比べ１億52百万円増加し38億91百万円となりました。その内訳は、流動負債が56百万

円減少し27億64百万円、固定負債が２億８百万円増加し11億26百万円となりました。

これらの結果、純資産は前連結会計年度末に比べ11億65百万円増加し200億30百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末の81.6%から81.8%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期連結業績予想の詳細につきましては、本日 (平成27年２月10日) 公表しました「営業外収益（為

替差益）の計上及び平成27年３月期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　
連結業績予想

　 売上高 14,000百万円（前年同期比3.6%増）

　 営業利益 600百万円（前年同期比145.1%増）

　 経常利益 1,300百万円（前年同期比45.1%増）

　 当期純利益 1,000百万円（前年同期比20.9%増）

　
　 なお、為替レートはUS$１＝￥110を前提としております。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近

似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均

割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が66,696千円増加し、利益剰余金が42,952千

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

３．継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、タイ洪水の被災もあり連続して営業損失を計上したことにより、継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせる状況が存在しておりました。

　このような状況を解消すべく、海外主要生産工場の再編等によるグローバルな生産体制の見直しと製品の競争力を

高めるために生産効率向上を進めてまいりました。

　その結果、前連結会計年度において営業利益に転じ、当四半期連結会計期間においても継続して営業利益を計上し

ており、平成27年３月期通期において期初計画を上回る見込であること等から、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況は解消したと判断しております。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,915,940 8,333,034

受取手形及び売掛金 3,402,933 3,846,776

商品及び製品 1,060,734 1,273,161

仕掛品 486,542 441,018

原材料及び貯蔵品 762,903 850,499

その他 312,715 389,208

貸倒引当金 △3,841 △3,701

流動資産合計 13,937,928 15,129,997

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,246,106 2,127,399

機械装置及び運搬具（純額） 1,576,577 1,497,361

その他（純額） 872,716 975,239

有形固定資産合計 4,695,400 4,600,000

無形固定資産 165,175 163,548

投資その他の資産

投資有価証券 1,755,786 1,908,893

その他 2,059,177 2,127,472

貸倒引当金 △9,401 △8,026

投資その他の資産合計 3,805,562 4,028,339

固定資産合計 8,666,137 8,791,888

資産合計 22,604,066 23,921,886

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,183,138 1,412,745

短期借入金 213,509 197,504

未払法人税等 47,432 91,757

賞与引当金 268,225 207,308

事業構造改善引当金 225,680 90,423

その他 883,046 764,999

流動負債合計 2,821,032 2,764,739

固定負債

退職給付に係る負債 258,064 278,309

その他 659,808 848,075

固定負債合計 917,873 1,126,384

負債合計 3,738,905 3,891,123
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,453,078 3,453,078

資本剰余金 5,456,313 5,456,313

利益剰余金 10,250,317 11,072,703

自己株式 △915,019 △883,282

株主資本合計 18,244,689 19,098,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 439,995 564,719

為替換算調整勘定 △579,528 △312,927

退職給付に係る調整累計額 345,476 218,981

その他の包括利益累計額合計 205,943 470,773

新株予約権 8,007 5,576

少数株主持分 406,520 455,600

純資産合計 18,865,160 20,030,762

負債純資産合計 22,604,066 23,921,886
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 10,044,823 10,389,969

売上原価 7,181,378 7,140,294

売上総利益 2,863,444 3,249,675

販売費及び一般管理費 2,740,866 2,734,590

営業利益 122,578 515,085

営業外収益

受取利息 21,127 26,993

受取配当金 56,945 93,587

受取賃貸料 71,754 73,880

為替差益 416,800 659,022

その他 145,983 54,976

営業外収益合計 712,610 908,461

営業外費用

支払利息 892 962

固定資産賃貸費用 34,003 33,399

外国源泉税 26,534 16,304

その他 5,350 7,965

営業外費用合計 66,780 58,632

経常利益 768,409 1,364,913

特別利益

固定資産売却益 315,946 177,639

特別利益合計 315,946 177,639

特別損失

減損損失 22,971 ―

事業構造改善引当金繰入額 ― 109,090

事業再編損 70,440 ―

特別損失合計 93,411 109,090

税金等調整前四半期純利益 990,943 1,433,462

法人税等 99,123 252,125

少数株主損益調整前四半期純利益 891,820 1,181,337

少数株主利益 26,349 36,314

四半期純利益 865,470 1,145,022
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 891,820 1,181,337

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 212,860 124,506

為替換算調整勘定 514,728 317,292

退職給付に係る調整額 ― △125,988

その他の包括利益合計 727,589 315,811

四半期包括利益 1,619,409 1,497,148

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,547,856 1,409,852

少数株主に係る四半期包括利益 71,552 87,295
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
(千円)
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(千円)
(注)３

電子部品
(千円)
(注)１

その他
(千円)

計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 9,827,634 217,188 10,044,823 ― 10,044,823

セグメント間の内部売上高
又は振替高

5,567 321,575 327,143 (327,143) ―

計 9,833,202 538,764 10,371,967 (327,143) 10,044,823

セグメント利益又は損失(△) 280,347 △163,784 116,562 6,015 122,578

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

調整額
(千円)

電子部品合計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 4,473,970 5,028,814 324,850 9,827,634 ― 9,827,634

地域間の内部売上高
又は振替高

4,455,102 4,362,205 ― 8,817,308 (8,811,740) 5,567

計 8,929,072 9,391,019 324,850 18,644,943 (8,811,740) 9,833,202

地域別利益又は損失(△) 246,423 △11,657 26,594 261,360 18,986 280,347

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「その他」セグメントにおいて、事業環境の悪化に伴う収益性の低下により、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において22,971千円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
(千円)
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(千円)
(注)３

電子部品
(千円)
(注)１

その他
(千円)

計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 10,244,415 145,554 10,389,969 ― 10,389,969

セグメント間の内部売上高
又は振替高

4,182 273,382 277,565 (277,565) ―

計 10,248,598 418,937 10,667,535 (277,565) 10,389,969

セグメント利益又は損失(△) 560,981 △51,993 508,988 6,096 515,085

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

調整額
(千円)

電子部品合計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 4,049,598 5,889,368 305,448 10,244,415 ― 10,244,415

地域間の内部売上高
又は振替高

5,489,244 4,455,592 ― 9,944,836 (9,940,653) 4,182

計 9,538,843 10,344,960 305,448 20,189,252 (9,940,653) 10,248,598

地域別利益 192,037 326,746 26,704 545,488 15,493 560,981

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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５．補足情報

製品別販売実績

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

前年同四半期比
（％）

金 額 構成比 金 額 構成比

電子部品 ％ ％

前面操作ブロック（千円） 4,363,947 43.4 4,580,263 44.1 105.0

可変抵抗器（千円） 2,143,834 21.3 2,156,902 20.7 100.6

固定抵抗器（千円） 1,331,661 13.3 1,525,094 14.7 114.5

その他（千円） 1,988,191 19.8 1,982,154 19.1 99.7

小計（千円） 9,827,634 97.8 10,244,415 98.6 104.2

その他

その他（千円） 217,188 2.2 145,554 1.4 67.0

小計（千円） 217,188 2.2 145,554 1.4 67.0

合計（千円） 10,044,823 100.0 10,389,969 100.0 103.4
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